
内 容 説 明 書 
 

１．業務名 

   芹川こ線道路橋（上り）外１橋定期点検他業務委託 

２．業務目的及び内容 

   あいの風とやま鉄道線と交差している石動・福岡間 213ｋ905ｍ付近芹川こ線道路橋の橋りょ

う定期点検等を行うことを目的とする。 

   業務の仕様等については、国交省道路局国道・技術課「橋梁定期点検要領」(平成 31 年 3 月)、

国交省道路局国道・防災課「橋梁における第三者被害予防措置要領(案)」(平成 28 年 12 月)、国

交省道路局「橋梁定期点検業務等積算基準（暫定版）」令和 5 年 3 月)、当社「営業線近接工事保

安関係標準示方書」（平成 27 年３月）、当社「工務関係触車事故防止要領」（平成 27 年３月）等

により施工するものとする。 

 

業務内容については、以下のとおりとする。 

（１）点検箇所（２橋）・・下記は富山県の名称、「 」は当社の名称 

・芹川跨線橋（上り） 「芹川こ線道路橋（上り）」    ・・１橋 

・芹川跨線橋（下り） 「芹川こ線道路橋（下り）」    ・・１橋 

（２）業務内容 

勘定科目 

工事種類 

 

工種等 
数量 

単位 
業  務  の  内  容 

007300 

受託工事勘定 芹川こ線道路橋点検(上り) 1 式 

・こ線道路橋点検業務 

・第三者被害予防措置を含む 

・保安費を含む 

芹川こ線道路橋点検(下り) 1 式 

・こ線道路橋点検業務 

・第三者被害予防措置を含む 

・保安費を含む 

保安停電(夜間) 

(芹川こ線道路橋(上り)) 
２回  

保安停電(夜間) 

(芹川こ線道路橋(下り)) 
２回  

NF 防護管設置撤去 

(芹川こ線道路橋(上り)) 
６０ｍ  

NF 防護管設置撤去 

(芹川こ線道路橋(下り)) 
６０ｍ  

① 計画業務（準備） 

      線路内に立ち入る際には当社の「営業線近接工事保安関係標準示方書」に基づき、保安

要員等を配置して実施するものとする。（安全講習を受講したもの。） 



② 定期点検業務 

点検業務等の内容としては、以下のように考えている。 

１）芹川こ線道路橋(上り)(下り) 

停電区間 石動 SS ～ 西高岡 RDS 

停電回数 計４回（上下線停電：3 回 上り線停電：1 回） 

使用機械等 大型橋梁点検車：4 日間 高所作業車（21m 級クローラ）：2 日間  

２）保安要員 

            列車見張員：上り線線閉時、隣接見張り員１名の配置を考えている。 

交通整理員(有資格者)：道路片側交通規制時に２名の配置を考えている。 

３）橋梁点検員 

      橋梁点検員は点検作業班を総括し、安全管理に留意して、各作業員の行動を把握す 

るとともに、点検補助員との連絡を密にして点検調査を実施する。橋梁点検員は損傷 

状況の把握を行うのに必要な能力と実務経験を有するものとする。本業務に従事する 

者は、次のいずれかの資格等を満たさなければならない。 

・技術士（総合技術監理部門－建設、又は建設部門）の資格を有する者。 

・国土交通省登録技術資格（「公共工事に関する調査及び設計等の品質確保に関する 

技術者資格登録規定（平成 26 年国土交通省告示第 1107 号）」）に基づいて、技術 

者資格登録簿に登録された資格（施設分野：橋梁（鋼橋）－業務：診断又は及び） 

又は、（施設分野：橋梁（コンクリート橋－業務：診断）を有する者。 

・点検は、施工会社の保安体制の下で点検を実施するが、点検者のうち１名 

        は、工事管理者（当社の特情教育を受講した者）の有資格者を配置するも 

        のとする。 

③ 成果品業務 

 ・設計協議 

      発注者及び関係者（国土交通省等含む）と打ち合わせ協議を行う。 

ａ．業務着手時 

ｂ．中間打合せ（成果物提出時） 

ｃ．成果物（報告書等）納入時・・・ 国土交通省等との引継ぎ時において説明

者１名を立会わせること。 

       ・報告書作成 

         本業務の成果品については、点検した業務の内容をまとめ報告書を作成する。 

点検結果は国土交通省道路局国道技術課「橋梁定期点検要領」平成 31 年 3 月に 

従い作成すること。 

・成果品の内容は、以下の通り。 

① 報告書：３部 ②電子成果品（ＣＤ）：３部 

         電子成果品の納品については、提出前に最新のウイルス対策ソフトを用いてウイ 

ルスが混入していない事を確認するものとする。 

以 上 


